
令和４年度
地域と学校の連携推進協議会

北海道常呂高等学校
学校運営協議会から拡がるスクール・コミュニティの実現

～地学協働の一丁目一番地～

令和４年11月29日(火) 
北海道常呂高等学校 教頭 治田 理知（ﾊﾙﾀ ﾘｻﾄ）
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常呂高校の学校運営協議会のしくみ

メンバー構成
（北海道立学校における学校運営協議会の設置等に関する教育委員会規則第４条より）

15名以内
・設置学校の所在する地域住民
・設置学校に在籍する生徒の保護者
・設置学校の運営に資する活動を行う者
・設置学校の運営に関する行政機関の職員
・設置学校の校長及び教職員
・学識経験者
・他、教育委員会が適当であると認める者

2



常呂高校の学校運営協議会のしくみ

人選する上で考えたいこと
地域の特色を共に活かす人、地域の課題を共に解決しようとする人

常呂高校ＣＳの構成メンバー（15名うち男性13名女性２名）

地域住民Ａさん（農業従事者） 地域住民Ｂさん（町内会長、町づくり協議会副会長）
地域住民Ｃさん（商工会副会長） 地域住民Ｄさん（商工会理事、町づくり協議会長）
地域住民Ｅさん（漁業協同組合総務部長） 地域住民Ｆさん（農業協同組合管理部長）
保護者Ａさん（現ＰＴＡ会長、農業従事者） 保護者Ｂさん（前ＰＴＡ会長、農業従事者）
保護者Ｃさん（ＰＴＡ副会長、漁業従事者） 学識経験者（東京大学大学院常呂実習施設教授）
行政関係職員（常呂総合支所次長）
校長
教職員３名（生徒指導部長、教務主任、進路主事）
他、オブザーバーとして、町内小中学校の校長先生４名
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常呂高校の学校運営協議会のしくみ

会議回数とその内容
年に３回（６･９･２月）他、都度連絡

６月・辞令交付～委員長、副委員長選出
・校長挨拶、委員の自己紹介
・本校ＣＳの在り方、運営計画
・学校教育目標、経営シラバス、活性化計画
・委員からの承認

９月・前期報告と反省、後期計画
・Ｒ５～モデルチェンジ制服候補の説明

２月・後期報告と今年度反省、次年度計画
・学校評価について
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常呂高校の地域と連携･協働した取組

常呂高校の地域と連携･協働した取組

地域実習（昨年度から開始）
・学校の外へ出て地域で活動をする。
・さまざまな活動（※）の中から、自分の興味関心や将来の
進路などに沿って選択し、計画を立てる。

・計画を立てるなどの全体活動以外は、原則土日に活動する。

（※）さまざまな活動
・ワッカ高校生ガイド（ワッカネイチャーセンターとの連携）
・高齢者宅の窓ふき（社会福祉協議会との連携）
・絵本読み聞かせ（児童館との連携）
・町の花植え、花壇整備（商工会議所との連携）
・小学生の宿泊研修指導（ネイパル北見との連携）

･･･ほか、町内イベント、カーリング指導、遺跡整備等 5
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常呂高校の地域と連携･協働した取組

各行事～特別、新しいことはしていません！

「ブラッシュ･アップ」が合言葉

その１ 地域住民と立ち上げ「常呂を明るくする実行委員会」

NHKニュースで放送されました 7



常呂高校の地域と連携･協働した取組

その２ 地域住民の要望実現「学校図書室の開放」

その３ 地域イベントと合同開催「TOKOROマーケット」

TOKOROマーケット縁日の様子 8



常呂高校の地域と連携･協働した取組

その４ 生徒･保護者･地域住民の要望「制服モデルチェンジ」

和太鼓体験、保存会の皆さんとセッション

その５ 中学校と合同開催「地域参加型の文化講演会」
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常呂高校の地域と連携･協働した取組

その６ 防災意識の意識を地域と共に向上「一日防災学校」

その他

避難所運営ゲームDoはぐ体験 10
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常呂高校の地域と連携･協働した取組

生徒から聞こえてくる声（校長先生との個別面談より）

「何だか学校、変わってきた」「できることが増えてきた気がする」

「行事とかをもっと増やしたい」

「変えるなら今だと思う」
「やってもいいんだ、変えてもいいんだ」

生徒も教職員も、やってみて、体験して、感じて、

初めてわかる･･･ワクワクは伝染るんです。
生徒からの声①「パン移動販売開始」

お昼にパンが食べたい！
移動パン屋さんに常呂高校寄ってもらう商談成功！

生徒からの声②「バドミントン同好会設立」
バドミントンやりたいから作っていいですか！？

メンバー集めて、活動年間計画出して、生徒総会で承認！
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常呂高校の地域と連携･協働した取組
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常呂高校がめざすスクール･コミュニティの姿

常呂高校がめざすスクール･コミュニティの姿

教育の専門機関である高等学校が

教育効果の意味と地域に在る意味や る あ る

学校を核とした人と人とのつながり
（ご縁つくり）

地域と学校の協働意識の醸成へ

ご質問や、何かお力になれることがあれば･･･治田アドレスrisato-hal@hokkaido-c.ed.jp 15



常呂高校がめざすスクール･コミュニティの姿

校長先生の「こういう学校にする」という

信念と誠意
↓

学校運営協議会へ説明･承諾

共感と協働こまめな連絡、こまめな報告、そして実行

ＣＳが、いつの間にか力強い応援団へ

地域住民が、いつの間にか学校のファンへ

ご質問や、何かお力になれることがあれば･･･治田アドレスrisato-hal@hokkaido-c.ed.jp 16


